
2017年九州北部豪雨災害にみる
「#救助」ツィートの現状と問題
－発災後のツィートデータの内容分析から－
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緊急調査WG・2017年九州北部豪雨災害
2017年7月10日 於 東北大学災害科学国際研究所・拡大全体会議

佐藤翔輔，今村文彦
東北大学災害科学国際研究所

情報管理・社会連携部門

先行研究
先行事例
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問題の所在：災害時のSNSは使える？

• Twitterは使える？

• 投稿内容（ツィートから），被害状況
や支援のニーズやその場所を把握
することができるか？

• 東日本大震災における宮城県での
事例分析，約160万件ツィートの内
容分析（Sato et al., 2016)
– 全ツィートのうち，テキスト中から位置

情報を“推定”できるのは，13.7％
– 被害や支援ニーズを把握できるもの

は，その2.7％（つまり，全体の
0.37％）

– 災害対応に使える情報があるが，ごく
わずか.
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S.Sato, K. Hanaoka, M.Okumura, S.Koshimura:  Grasp of Disaster Situation and 
Support Need inside Affected Area with Social Sensing - An Analysis of Twitter 
Data before and after the 2011 Great East Japan Earthquake Disaster Occurring -, 
Journal of Disaster Research, Vol.11 No.2, pp. 198-206, 2016.3.

熊本地震でのSNS

• 「たくさん情報があって大
変．どれが“いい情報”な
のか判断できない．探すの
だけで疲れる」

4河北新報（共同通信），2016.5.3



社会への呼びかけ

• 被災地内：支援を受ける側・情報を発信する側
のSNSリテラシーの向上の必要性

– 位置（場所），具体的な内容の記述

• 被災地外のSNSリテラシーの向上の必要性

– 無関係の発信を控える
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2017年九州北部豪雨災害
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Twitter社
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Twitter社
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実際に
被災地内から

10

あるユーザーAさん
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ところが，被災地外からの
「#救助」ツィートも増加
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ニュース
貼付け

紹介

注意喚起

ユーザーBさん ユーザーCさん

ユーザーDさん



分析
RQ：「#救助」でどれだけ検出することが

できるのか（できないのか）
• データ

– 「#救助」でツィートを検索

– 取得期間
• 2017/07/05 00:00 – 2017/07/07 15:00

– アーカイブ作成

• ID，投稿ユーザー，発信日時，ツィート内容

• 分析

– 内容分析

• 被災地内／被災地外を判読して弁別
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結果：被災地内からのツィートは
相対的に極わずか（大事な情報が埋没）
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ツ
ィ
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ト
件
数

被災地内

被災地外

1037, 
98.0%

21, 
2.0%

N=1,058

NHK
ツィート

※掲載している内訳は，2017年7月10日現在のものであり，今後訂正される可能性があります．
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「#救助」ツィートの現状・問題：
真に必要な「#救助」を検出しにくい

• 九州北部豪雨では，不用な「#救助」が大量

に発生

– マスコミ報道→そのニュースのリンクを貼る

ツィート

– ハッシュタグの存在を紹介するツィート

– 大きな問題：いずれも「悪気がない（善意）」

• その結果，被災地内にある「真に救助を要請

しているツィート」が埋没
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東日本大震災から現在までの
災害時のTwitter利用

• 被災地内◯

– 徐々にSNSリテラシーの向上

• 作文の仕方（具体的な場所，内容）

• 被災地外×

– 依然として，不用なツィートが多い

– 「発信しない」マナー向上が課題

• マスコミ△

– 自身達のもつ影響力を理解・自覚
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そもそも「#救助」は有効なのか
• SNSは頑健なライフライン◯

– 電話に比べて．

• しかし，あくまで

– Twitterは「One to Mass」であり，今回の問題には不向き

– LiNEのような「One to One」は有効（ただし，現在は個人ユース)．
• 熊本地震では，「安否確認に有効なメディア」（総務省，2017）

• そもそも（関谷，2017/07/07）
– あくまで，電話（119番，110）が優先

• 119番，110番は輻輳の規制対象外

• 基地局が停電，故障による不通の場合は，通話だけでなくそもそも携帯端末
から自体がNG（SNS×）

– 大規模の場合，すぐには救助できない

• 近づけない

• 人員が足りない
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